
リサイクルに関する認証取得に向けた取り組み事例

カジレーネ株式会社における事例

取組み概要

効果

GRSの国際認証取得に対する社内体制整備
⚫ 環境により良い取り組みと社会課題の解決をする、あるべき姿を目指しGlobal 

Recycle Standard（GRS）の取得に取り組んだ。
⚫ GRSは欧米の大手ブランドが多く支持する国際基準であり、近年GRS前提の取り組

みが急速に増えている。
⚫ GRSは、リサイクル材料に関する要求事項の他、社会面、環境面、化学物質管理な

どが要求される為、一からマニュアルを整備し管理体制を見直した。
⚫ それぞれの要求事項に対する社内勉強会を実施し、社員の意識改革に取り組んでい

る。
⚫ 従業員の安全面や人権面に対し、国際水準に基づく対応を実施。

企業名

設立年

売上高

企業概要⚫ 取引先から当社を選択的に取り組んで頂ける案件が増えた。
⚫ トレーサビリティに対する管理強化ができた。
⚫ 従業員のサステナブルに対する理解度が向上した。

⚫ 所在地：石川県かほく市
⚫ 従業員数：111人
⚫ 業種：合繊織物製造、繊
維製品製造・販売

⚫ 主要設備：ウォーター
ジェットルーム織機、タテ糸
準備機（サイザー他）、
カーボンファイバー関連開
発装置

⚫ 主要生産品：合繊長繊
維織物

非公開

1950年

カジレーネ株式会社

• リサイクル原料の使用による環境負荷低減を含むサステナビリティの推進


